
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度  空家等実態調査結果   [ 概要版 ] 

❶ 空家等の現状  CURRENT STATUS ❷ 課題分析  INSIGHTS 

❸ 対策の方向性  STRATEGY 

空家等対策に協力したい意向はあるが、以下の３つの壁によって阻まれている。 
 
❶ 「情報の壁」（どのような対策をしたら良いかわからない・権利関係が煩雑） 
❷ 「経済の壁」（対策にかけるお金がない） 
❸ 「心理の壁」（管理が手間、放置しても実害が少ない [所有者主観] ） 
 
主に、古い木造建物を相続し、❶処分方針が定まらず保留し、❷お金がない ❸管理が
手間 などの要因により放置され、管理不全な空家になってしまうことが推察される。 

木造戸建住宅が主で、新しい耐震基準を満たしていないと規定される建物が多く、老
朽化・管理不全化が進んでいるが、まだ活用可能な空家候補も多く存在している。 

安全対策を優先しつつ、管理不全に陥っていないものは資源化していくために、空家等
対策の「壁」を小さくする複合的な対策を持続的に推進できる体制を構築する。 
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することができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度  空家等実態調査結果   [ 地域別状況図 ] 

地域別空家数 [件] 

凡例 

多 

少 

 

▲ 

虻田地区 

岩   屋 ：  ５件 
財   田 ：  ３件 
洞 爺 町 ： ２４件 
旭   浦 ：  １件 
香   川 ：  ２件 
成   香 ：  ３件 
 
 

合計  ３８件 

洞爺地区 

花   和 ：  ４件 
月   浦 ：  ３件 
洞爺湖温泉 ： ４８件 
泉       ： １８件 

入   江 ： ４８件 
高 砂 町 ： ７８件 
栄   町 ： １８件 
青 葉 町 ： １２件 
旭   町 ： １１件 
本   町 ： ４６件 
浜   町 ： １０件 
清   水 ：  ８件 
 
 

合計 ３０４件 
 

地域別空家数 [件]

凡例

多

少

▲


